












東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 本 館
東 痕 国 立文 化 財'研究 所 保 存 不こ1学部 実 験 室
.











1設 立 の 経 緯
2年 表
3歴 代 所 長
皿 設 立 目的 と機構
1機 樽
2職 種別予算定員




1歳 出 予 算
2
V研 究活動 及 び事業
1研 究 活 動
(1)美術 部
A
















































































機 器 ・設 備

























































































同7年1月 美術研究所の研究成果発表機関誌 として・定期刊行物 「美術研究」を創
刊した。
同年4月18日 株式会社朝日新聞社より明治大正美術史編纂費として本年から向う5










































められ第一研究部 ・第二研究部 ・資料部,庶 務室が置かれた。(昭和25年8月29日
から適用)
同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委員会 規 則 第4































同45年4月22日芸能部は,別 館3階 に移転 した。




同年11月2日 所長および庶務課は,本館から保存科学部庁舎の1階 に移転 した。(本
館は,美術部庁舎となる。)したがって研究所の所在地表示は 「12番53号」 を 「13
番27号」と変更された。


















































蔵(昭 和17.6.29～ 昭 和22.8.16)
蔵(昭 和22.8.16～ 昭 和23.5.11)
男(昭 和23,5.11～ 昭 和24.8.31)
一(昭 和24.8.31～ 昭 和27.4.1)
雄(昭 和27.4.1～ 昭 和28.11.1)
松(昭 和28.11.1～ 昭 和40.4.1)



































































課 長 補 佐
係 長
専 門 職



































































1建 物 の面積 ・構造一覧
No 名 称 種 目・構造
建而積一一 一 建 築
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「皿 土 地 ・建 物
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昭 和45年 度 内 訳
研 究 題 目 瞬 究者1金 訓 摘 要
日本肖像画の基礎的研究 陰 次馴1,100円け 響 究
大陸との関係における古代絵画史料としての文
様の研究 江上 緩 ?00
一般研究
C
中部地方の古代彫刻史の研究 燭 副 55・1"C"
沖縄の舞踊技法とその分析研究 三隅治副 14・1"D"
歌舞伎演伎譜の研究 1浦山政雄1 ・5・1"D"
狩野芳崖と明治初期絵画 「関 千代1 ・6・ 「"D"
緊急発掘時に於ける出土鉄製品の保存処置 1糊 友吉1 2・ 1"D"
考古学資料の不接触精密復製法 i石川馴 12・!奨卿 究

















1研 究 活 動
(1)美 術 部
美術部は日本 ・東洋の古美術,日 本の近代 ・現代美術とこれらに関連のある西洋美
術についての基礎的調査と専門的研究を行ない,そ の成果を公表するとともに,美術
に関する研究資料を作成,収集,整 理 し,これらの資料を一般研究者の利用にも供 し.
美術の学術研究のための資料センターの役割も果している。現在3室 に分かれ,古 美




おいても,基礎的 ・先駆的役割を果して,広 く永 く学界に寄与すべく努めている。そ
のため重要なる問題に関しては共同研究を行ない,ま た当部独自の光学的 ・化学的研
究法を活用し,すでに多くの成果を収めた。







いる。作成保有する資料公表の一として,定 期的には毎年,日 本 ・東洋古美術ならび
に近代 ・現代 ・西洋美術に関する雑誌論文および単行図書を分類集録した文献目録を













































B研 究 題 目





















































猪 川 和 子(第 一研究室)
〔1〕平安,鎌倉時代彫刻の調査研究
全国各地に分布する平安,鎌倉時代の彫刻を調査 し,作品資料の蒐集整理を



































秋 山 光 和(第一研究室)研 究員(非)
〔1〕 日本古代中世絵画史の研究a)7-8世 紀における日本絵画と大陸との関係
b)説話画と物語絵の展開(特 に三宝絵 ・聖徳太子伝絵 ・源氏物譜絵などに
関する調査研究)c)四 天王寺 「扇面法華経」の研究
〔∬〕 敦煙絵画の研究a)紀 年銘ある絹絵紙絵の調査研究(特 に開元年銘の僧形像
について)b)石 窟寺院壁画の編年的研究(特 に7-8世 紀壁画について)
ρ









〔Ⅳ〕 山下 りん ・横山松三郎等,初 期洋画家の伝記資料,作 品の調査研究




現代関係の作家,作 品並びに団体等について汎 く調査 し,現代美術の動きを
19
捉えて整理研究を続行。
〔皿〕 日本近代美術の発達に関する明治前,中 期の基礎資料の調査研究(特 別研究)
r








































永 雄 ミ エ(資 料室)
〔1〕 日本 ・東洋美術史の文献学的研究
辻 惟 雄(資 料室)
〔1〕初期狩野派の研究



















































C研 究 ・調査活動(昭 和45年1月～昭和46年3月)






久 野 健(第 一研究室長)
45年1月には小田原松田福一郎氏所蔵の菩薩半脚像,蔵 王権現懸仏等の調査,3月
には六波羅蜜寺諸像の調査を行なう。同年5月 には,新潟県不動堂薬師如来像,同 茂
林寺地蔵半珈像,同 願成寺銅造観音菩薩像等の調査,7月 には,千葉,大 勝寺の阿弥





































































徳川美術館蔵の絵巻:破 来頓等絵巻 ・長谷寺縁起など,同館所蔵の絵巻(除 源氏物語
絵巻)類 を調査 ・撮影した。
〔II〕「日本肖像画の基礎的研究」の課題により科学研究費補助金の交付を受けて,
肖像画の基礎資料の収集と調査 ・研究を行な った。その主なものは,東 京 ・京都 ・奈





戸 田 禎 佑(第 一研究室)
宋元代の人物画の研究を行なっており,45年6月に台北市の国立故宮博物院で開か






秋 山 光 和(第一研究室)研 究員(非)




岡 畏 三 郎(第 二研究室長)





2.昨 年以来継続の明治美術の基礎資料の調査研究については,新 聞,雑誌,そ の
他当時の記録をもとに,明 治初年から編年的に,美術関係施設,展 覧会,博 覧会,美
術界の動向につき資料の調査,蒐 集をすすめている。
3.19世紀ヨーロッパ美術と日本近代美術との影響関係を調査のため,45年11月よ
り46年2月迄,在 外研究員としてフランス,ス イス,英国,ド イツ,等 西欧10ケ国に
出張,各 地の美術館,個 人蔵の作品(主 として絵画)に ついて調査を行なった。














坂 本 満(第 二研究室)
先年度に引続いて近世美術における洋風美術の調査を行ない,その結果の一部を「南



























仙台市博物館,白石 ・片倉家,日 光 ・東照宮,名 古屋 ・徳川美術館,京都 ・高台寺等,
実物鯛査も頻繁に行なった。














た。3月 には四国地方の調査によって,四条円山派 ・文人画等の新資料を多 く得た。
北斎の読本については,こ の分野の全図を収録した本を出版すべ く準備を進めてい
る。
江 上 綾(資 料室)
平安時代の料紙装飾の研究としては,奈 良興福寺蔵の重要文化財紺紙金字成唯識論
の表紙絵 ・見返 し絵など,経典の料紙装飾の研究調査を中心に進めた。上記の成唯識
論の表紙,見 返 しは,紗 と綾を用いた西本願寺本三十六人集に類似のもので,そ の絵




関 口 正 之(資 料室)







料 としての文様の研究」(江上綾)の 研究協力者として富貴寺,興 福寺,春 日大社等
の作品を調査 し資料蒐渠につとめた。




正 ・側 ・背面から写真撮影を行ない,両銅像に関する現地での口伝 ・文献資料の多く





上 野 ア キ(主 任研究官)
敦煙画仏伝図につき詳細な検討を行ない,概 要の記述を主とする(上)を 公表し,
その展開過程の考察を(下)と して近 く発表の予定である。東大の科学研究資による





①:著 書 ②:論 文 ③:解 説
D主 要 研 究 業 績 ④:研 究発表⑤:講 演 ・放送⑥:そ の他
昭45・1～昭46・3





ミ・ユー ジ ァ ム23545・10
美術 部研 究 会45・9
石 川 県教 育 委 員 会45・10























































日本 美 術 工 芸37945・4
仏 教 芸 術7645・6
美 術 研 究27246・1
美 術 部 研 究 会45・10
31
一
宮 次 男(第 一研究室)
① 日本絵画館4鎌倉(共 著)講 談社45・3
①一遍上人絵伝 至文堂46・1
① 日本絵画館2奈 良 ・平安1講 談社46・2
②乱世の絵巻 望星1-345・8
⑤説話絵巻の展開 美術部公開学術講座45・10
戸 田 禎 佑(第 一研究室)










岡 畏 三 郎(第 二研究室長)
④ 「近代洋画の始頭と展開」並びに作品解説 講談社 「日本絵画館 ・明治」45・1
① 「浮世絵」(1～12巻)共著 毎日新聞社45.1～46.3










、坂 本 満(第 二研究室)




② 「古典主義者」 リューベンス 別冊みつゑ61
③スペイン美術の特性と背景 東京大学新聞
③ ミレーの生涯と芸術 週刊読売増刊ミレー特集号
③ 「美の美」(レオナル ド他)日 本経済新聞
④スペイン美術展の諸作品について 美術部研究会
④浮世絵 ・洋風画に反映 した西欧画家 蘭学資料研究会
④江戸時代絵画における洋風モティーフの源泉 美術部研究会
⑤ ゴヤの 「マハ」 ブリジス トン美術館





























































共 同 通 信45・4
共 同通 信45・5
美 術 手 帖32845・6
共 同 通 信45・9
読 売 新 聞45・9
美 術 手帖33545・12
日本 経 済新 聞46・1





.,田実 栄 子(資 料室)
②桃山 ・江戸前 ・中期の産衣十三領について 上 ・中
一近働 裁 ・幟 衣繍 査報告 ・,2一 美術研究26?2724546二1
③伊達家伝来服飾類(染織品)解説 伊達家遺芳展目録45・3
③伊達家伝来服飾類図版解説 小学館 「南蛮美術と洋風画」45・6












関 口 正 之(資料室)
②細見家所蔵愛染明王画像について 美術研究27446・3
6
中 村 伝 三 郎(主 任研究官)
②荻原守衛一その生涯と芸術一(中)3美 術研究27446・3










E科 学 研 究 費 題 目
美 術 研 究21945・11






② 芸 能 部
芸能部は,日本の伝統芸能の保存に資するために必要な基礎的理論的研究を行なう。
芸能部は,演劇研究室 ・音楽舞踊研究室及び郷土芸能研究室の三室より成る。
演劇研究室においては,日 本古典演劇(主 として歌舞伎 ・人形浄瑠璃などの近世演
劇)を,音 楽舞踊研究室においては,日本古典音楽及び日本古典舞踊(雅 楽 ・声明 ・
平曲 ・能 ・邦楽 ・邦舞など)を,郷 土芸能研究室においては,全 国各地に分布して伝
統芸能の源流や展開の過程を示す民俗芸能を,そ れぞれの研究対象とする。
各室の研究目標としては,以上の諸芸能の理念 ・構造 ・技法 ・技術及びその継承保
存に関する研究などがあり,その研究に必要な資料の収築 ・整備,記 録の作成 として
35










邦楽レコー ドの整理方法の研究を続け,「音盤目録 皿」 を刊行,皿 ・a刊行の箪備を
進めた。
次に各研究室におけるおもな研究調査活動を挙げる。演劇研究室においては,(1洛




(1)については,昭 和40年から引続き,修二会の全期間を通じて,詳 細な調査 ・録音を
行なつたほか,併せて写貰撮影を行なつた。成果を逐次刊行する予定で,作業を進め
ている。②については,前年度まで4ケ 年にわたって行なった能楽全般にわたる構成
および技法の研究について,横 道万里雄室長を中心に,所内4名 。所外9名 が参加し,
研究成果を公表する巡備としてのまとめを行なった。











浦 山 政 雄(芸 能部長)
〔1〕近世戯曲の系統的研究






















紀海音 ・錦文流 ・西沢一風など近松の周辺作家について,そ の作品 ・作風 ・
作者の調査研究。海音 ・一風 に重点を置いた。























松 本 竃(音 楽舞踊研究室)研 究員(非)
〔1〕能における神楽の研究






















仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)研究員(非)
〔1〕郷土芸能の研究
44年12月発表の 「民俗舞踊の庭」に引きつづき,その発展として,民 俗芸能




民謡歌詞,民 謡集書目,民 謡文献資料等の分類 ・調査。
〔皿〕 話芸 ・寄席芸の研究






■C研 究 ・ 調 査 活 動(昭45.1～昭46.3)
浦 山 政 雄(芸 能部長)
1.近 世戯曲の系統的研究のため,京都府立総合資料館 ・大阪府立図書館 ・愛知県
西尾市立図書館 ・同刈谷市立図書館などの演劇資料を調査 した。
2.地 芝居の残存形態研究のため,福 島県桧枝岐歌舞伎の調査を行なった。
3.安 原コレクシ。ン邦楽レコー ドの内,演劇に分類されるものの整理を終 り,「,,:u
盤 目録H」 を刊行 した。
4.新 施設における録音を,杵屋栄左衛門 らによる歌舞{,子 の演奏によって開始
した。特に杵雇富造 ・胡金吾による上方唄並びに合方の録音はおよそ100曲に遼した。
●
前 嶋 茂 子(演 劇研究室)




宮 本 瑞 夫(演 劇研究室)
近世農村舞台の研究のため,京 都府宮津地区(船 舞台)・三重県鳥羽地区 ・長野県
上田地区 ・静岡県磐田郡水窪地区の歌舞伎舞台およびその芸能を調査 し,紀録 ・撮影
・録音を行なった。
近松周辺の作家研究では,東京芸術大学 ・演劇博物館 ・国立国会図書館 ・都立日比
谷図書館(加 賀文庫)・大谷図書館 ・愛知教育大学(チ ェンバレン文庫)・市立 ヒ田図
書館(花 月文庫)・市立西尾図書館(岩 瀬文庫)・市立刈谷図書館(村 上文庫)・大阪









横 道 萬 里 雄(音 楽舞踊研究室長)
能の様式の研究および歌舞伎音楽の研究については,年 間研究調査活動の概要欄に
記 した通 りである。
各宗派声明 ・寺院行事の研究については,東大寺 ・延暦寺 ・法隆寺等についての調
査を行い,東 大寺修二会をレコー ド化するための四次元録音を監修した。
佐 藤 道 子(音 楽多1踊研究室)
東大、劉彦二会については,41年度以降,継 続的に研究調査を実施 しているが,本 年
度も引続 き細密な調査を行ない,かつ,レ コー ド化するための四次元録音を監修した。
これと関連して,悔過会を中心に南都諸守の法要行事の調査を行ないつつある。本年
度は,法 隆寺修正会 ・修二会についての調査を行な った。
又,延 暦寺の主要行事の調査を,44年度から実施 しているが,木 年度は,修正会 ・











三 隅 治 雄(郷 土芸能研究室長)
念仏芸の研究のため,45年度には剣舞(岩 手)・竿灯(秋 田)・鹿踊(宮 城 ・岩手)・
盆踊(大 分 ・態本)傘 踊(鳥 取)・浮立(佐 賀)等 を調査 し,写 真 ・録音資料等を蒐
集した。





仲 井 幸 二 郎(郷 土芸能研究室)
民謡の研究に関しては,民謡集や民謡文献資料のカー ド作製 ・分類を行なうほか,
それ ら文献の価値検討をして,一 覧作製,書 目解題を行なった。
「境の芸能」「杵築 ・佐太 ・美保 ・熊野の出雲四柱の神の研究」及び 「塩冶判官の誕
生研究」を目的として,出 雲地方の現地採集調査を行な った。
民謡歌詞集成の研究については,年 間調査活動の概要欄に記した通 りである。
D主要研究矧 雛 鰯 騨 放送8胤
































































































⑥折U信 夫全集 ノー ト編第10巻万葉集(巻七講義)中 央公論社45・12
E科 学 研 究 題 目
(Ⅳ予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)
(3)保存科学部









































を,(1)板絵 ・彩色木工品 ・漆芸品,②紙布に描かれた絵画,(3)土器 ・陶磁器 ・金工品
・石造物の三種類に概ね分けることができる。調査研究は,現地へ出張する場合と,
保存科学部ア トリエ内に文化財を移動の ヒ行なう場合とがある。アトリエは文化財修


































な く,再使用するための試験研究 として,歎喜院の手挾(創 型 ・彫刻)の 特殊合成樹
脂の充填 ・補加による整形を行 った。更にこの方法を拡大 して,別 館の新アトリエを














が見 られたので,東 京国立博物館の依頼によって合成樹脂の減圧含浸を実施 した。こ
れら一連の研究で腐朽木材を銃化鉄器処理の標本を提供することができた。
一
B研 究 題 目


































































































































江 本 義 理(主 任研究官)
〔1〕文化財の材質に関する研究。
非破壊的分析法および微量試料による分析法の検討とその感度 ・精度の向上









C研 究 ・調 査 活 動(昭45・1～ 昭46・3)













樋 口 清 治(化 学研究室)
昭和45年3月より同年8月 まで国宝浄土寺阿弥陀三尊像の漆箔の剥落どめ修理の際,
X術院国宝修理所に協力して,従 来困難視されていた厚い漆箔の剥落どめに,水溶性















昭和45年3月に岡山市に於い人骨3体 の採 り上げを指導 した。


























美術館 ・神戸港湾博物館 ・佐賀県立博物館 ・福島県歴史資料館 ・愛媛県立美術館 ・安
土資料館 ・奈良国立博物館 ・千葉県立上総博物館などで,このほか熊本県立博物館 ・
埼玉県立博物館も建設準備のための諮問をうけ出向いている。
鎌倉大仏の昔の写真につきその撮影位置をさがす仕T}Tは中々手間をとり,昭和45年






















特別研究の一環として45年9月3日～5日 正倉院展(奈 良国立博物館開催)会 場の
温湿度及びその他諸測定を行なった。

































中 里 寿 克(修理技術研究室)
漆芸品の調査
国宝蝶螺釦蒔絵手箱(畠 山美術館蔵),国'i《円相文蒔絵経箱(西 大寺蔵),電文孔雀
鎗金経箱(浄 土寺蔵)をX線 透視 して構造,材 質,蒔 絵技法等を調査。平文技法の























207箇に及ぷ古材の分類,実 測,重 量測定,比 重等から各部材の標準体積と,実体積
の測定を行なった。それらの関係から腐朽,欠 損部分の容積を算出し,各種合成樹脂
の含滲,充 填,補填などに要する樹脂量の算定,技 術補助員の人数及び日数,必 要器
材の選定などの基とした。実施に際 しての技術的諸問題について協力した。






















究に関しての正倉院展(於 奈良博)(45.1.,11)の環境について,大 気腐食,硫 黄酸
化物,窒 素酸化物,炭 化水素などの因子の測定により汚染度を調査した。そのほか,
主として京都の収蔵庫内外の保存環境調査に参加した。
D主要研究刈 雛 鰯 騨 放送講 他〕














































⑤保存科学 麟 購 撫 套美術工芸





















































⑥微生物の教材化を促進するための視聴覚教材(8mmモ ノクロ,サ ウン ド,
5分)の作製46・3



















































E科 学 研 究 費 題 目
(Ⅳ予算2科学研究費補助金交付決定額の項参照)




















を行なった。その成果は各部材の強化,充 填,整 型及び,古 材と合成樹脂の





A美 術 研 究
昭和7年1月 創刊,昭 和46年3月第274号を発行。当研究所美術部の調査研究の成
果を公表するためのrlIliL。主として所属研究員の執筆にかかる論文 ・研究資料 ・図
版解説 ・美術関係文献の校刊等を掲載し,と きに所外研究 者の寄稿を受けることもあ















神 谷 栄 子
松 原 三 郎


























田 村 悦 子














のわが国美術界の活動 ・情勢を記録するもので,美術界年史 ・展覧会 ・物故者略歴 ・
雑認単行図書美術文献目録等を収録 し,所内研究員の調査,執 筆による。
C音 盤 目録 皿(演 劇)
昭和41年3月刊 「音盤目録1」(義 太夫節)に 続 くもので,当 研究所に所蔵する
音盤のうち,故安原仙三氏旧蔵の音盤(安 原コレクション)の演劇に分類されるもの












江本 義理 ・中里 寿克 ・立田 三朗






















































































































































































































































































































































(2)公開 学 術 講 座
美術部
昭和45年10月31日(土)13,30～16.30於日本経済新聞社小ホール









したものであり,又中国中原で早 く姿を消 した仏伝図が,9世 紀をピークとして敦爆
ではなお画き続けられていたことは,地 域的な好みと伝統の根強さを示すものと考え
られる。以上の内容をその他の例をも加えてスライ ドによって説明した。























1陰 難子の道一組み立てと技法一 横 道 萬 里 雄
歌郷伎音楽の概観 ・歌舞伎脚本の構成より説き始め,科白等の分類,陰 難子譜本の
現状,陰 難子の楽器について述べた後,陰 難子の曲それぞれの機能,細 部構造の変異
の幅等を説明し,演奏技法の概要と研究方法について説 き及んだ。なお説明には録音
テープを使用した。
2せ りふ百態一そのメリハ リとノリー 浦 山 政 雄
実演 市 川 門 之 助
まず歌舞伎における 「せ りふ」の起原を探り,お びただしい数に上る 「せりふ尽 し」
の刊行,特 に 「鵬鵡石」などを例示した。次にせりふの通行名称による種類を挙げ,
せ りふの技法を,メ リハリとノリ,音楽との関係,時 代と世{1の別,特定の用途,役
柄の別,感 情表現,発声法などより分類し,故名優のせりふ回しの実例を挙げて解説




昭和45年度(美 術 ・芸能 ・保存科学3部合同)
昭和45年11月28日(土)13,30～16,00,東京国立博物館大講堂において 「東国の文
化財に関する講演と映画の会」を開催 した。











2.東 国の芸能 郷土芸能研究室長 三隅 治雄
東国一 特に東北地方の芸能について述べる。東北は夷秋の国とよばれ,そ の低い
文化性をさげすまれる時があったが,事 実は中古以来,延 年,舞 楽等の寺院芸能が栄




























世文学会 ・東洋音楽学会 ・日本演劇学会 ・日本歌謡学会 ・日本近世文学会などに参加
し,それぞれの学会に参与 。理事 ・委員 ・幹事などとして寄与している。











9川 こ京都 ・奈良の保存に関するシンポジウムが開催された時,来 日したユネスコ

































雅楽 ・能 ・歌舞伎 ・文楽 ・邦楽 ・邦舞 ・民俗芸能 ・寄席芸その他わが国の伝統芸能
の研究に必要な図書3,176冊を所蔵する。演芸画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・









美 術 部 芸 能 部 保存科学部
















レコー ド・録音テープ ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等 による芸能資料を多
数そなえている。レコー ドには毎年各製作会社から発売される伝統芸能関係レコード
のほか,昭 和35年度文部省機関研究費によって購入した安原 コレクシ。ンレコー ド
5,450枚が含まれている。安原コレクシ。ソは,明 治 ・大正 ・昭和三代にわたって刊
行された各種邦楽レコー ドを網羅したもので,近代における邦楽の実態とiを 知る
上での貴電な資料となるものである。録音テープ及び写真は,雅 楽 ・能 ・歌舞伎 ・文
楽 ・邦楽 ・邦舞 ・寺院行事 ・民俗芸能その他の伝統芸能を対象に記録してきたもので,
炎演法の解析を中心とした写真 ・テープ,あるいは各種文書の記録写真なども含んで
いる。種別による所蔵数は次のとおりである。




























































































装 置 名 陣 式又は性制 製造会社名
恨温恒湿槽 0°～40°C20～90石 三 英 製 作 所
サ ン シ ャイ ン ウ ニザ ー メー ター WE-5UN-HC 東洋理科工業
真塞凍結乾燥装置 加藤万製作所
紙耐揉強度試験機 上 島 製 作 所
光電分光光度計 PEM-2型 日 立
発光分光分析装置 (当研究所組立)




X線 回 析 装 置 お よ び デ バ イ ・シ ェ ラー ヵ メ ラ,
ラ ウエ カ メ ラ 理 学 電 機
X線発生装置(透視写真用) ウ ェル テ スー250 島 津








金 属 顕 微 鏡



































小 泉 製 作 所
徳 田 製 作 所
オ リ ン パ ス










日 立 製 作 所
アグネ技術セン
ター







4黒 田 記 念 室
この記念室は,本研究所の創立者故帝国美術院長子爵黒田清輝の功績を記念するた
めに設けられたもので,そ の油絵 ・素描 ・画架等を陳列している。
収蔵されているものは,油絵125点・素描170点・スケッチブック等若干である。 こ






情 」・「花 野 」・「湖 畔」・「赤 髪 の少 女」・「もる る 日影 」・「温 室 花 壇 」 等 であ る。
黒田子爵記念室観覧規程
第1条 本研究所の黒田子爵記念室(以下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。
























































































































































































































































































































































































































































































室 長 事 務 取扱
文 部 技 官
調査研究員(非)
室 長




部 長 事務 取扱
主 任 研 究 官
室 長
文 部 技 官
ii
室 長
文 部 技 官
//
室 長(取)
文 部 技 官
調査研究員(非)
室 長(取)





































所 属1官 職 名
岩 田 守 夫



























































































































































































































究 所 文 部 技
一 研究 室 文部 技
二 研究 室 文部 技





























































































































































































































料 室 文 部 技 官
料 室 技 術 員
一研 究 室文 部 技 官
二 研 究 室 技 術 員





料 室 文 部 技




































庁 務 補 助 員
部 長(併 任)







臨 時 筆 生
庁 務 補 助 員
修 那 技 術 研 究 室 長
物理研究室研 究員(非)




y1::(1)②の 所 属,官 職 ・転任 時 を 示 す。
80
●[
」Ⅲ 関 係 法 規
・文部省闘 法 儂 羅 舗 鎌 罫 月、日111号)(抄)
第3節 附属機関
(附属機関)














棘 国立文化財研蜥 陣 京 都
奈良国立文化財研究酬 奈 良 市
3国 立文化財研究所には,支 所を置くことができる。
4国 立文化財研究所及びその支所の内部組織は,文部省令で定める。






























4資 料室においては,美 術の研究に関する資料の作成,収 集,整 理,保管,公 表及
び閲覧並びに光学的方法による美術の研究を行なう。
(芸能部の3室及び事務)







田 関 係 法 規
2演 劇研究室においては,演 劇及びその保存に関する調査研究を行ない,並 びにそ
の結果の公表を行なう。






























。cy博 物館等の機関別の定員について(昭 和44年5月26日文化庁長官裁定5 4 17改正)(抄)
文部省定員細則(昭和44年文部省訓令第12号)第2項の規定に基づき,各国立博物
館,各国立近代美術館および各国立文化財研究所の機関別の定員を次のとおり定める。
機 関 定 員
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 48人
附 則 〔昭和45年4月17日〕
この裁定は,昭和45年4月1日から適用する。


























































2所 長は,前 項に定めるもののほか,必 要と認める条件を別に定めるζとができる。
3委 託者が国の機関,政府関係機関または,地方公共団体である場合は,第1項 第
3号および第5号 の条件は,こ れを付さないことができる。


































受 託 研 究 申 込 書
昭和 年 月 日
東京国、Z文化財研究所長 殿
住 所
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